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多文化主義から見るメルヴィルのアメリカ
MelVille’s　America　from　a　mUlticUltural　VieWPoint
牧野　有通
MAKINO　Arimichi
　本年度も人文科学研究所の助成をうけて、メルヴィル
研究を持続できたことに、まず深い謝意を表明しておき
たい。
　19世紀アメリカの代表的思想家メルヴィル（Herman
MelVille）は、その作品群の中で近代日本の文化的背景
をも包含する、西欧文化圏とは独立した多文化的世界観
を展望していたのではないか。ここ数年にわたる私の関
心は、この唐突とも思われる仮説をめぐって持続してき
たように思われる。その成果の発表を予定分をも含めて
部分的に報告すれば次のようになる。
1．阿部知二、漱石、そして「白鯨』一「近代」とい
　　う妖怪「阿部知二研究』8（阿部知二研究会、
　　2001）
2．反近代という基軸一日本の「白鯨』研究の潮流
　　「英語青年』一月号（研究社、2002）
3．日本人イシュメイルー1850年を横断する万次郎
　　「ユリイカ』（青土社、2002）
4．Commodore　Perry　as　White　Phantom　“Moby
　　Dick”in　the　Context　of　The　Modern　Age（Presen－
　　tation　at　MelVille　Society　conference　in　Hawaii，2003）
5．ARare　Fi㎞Fomd－“A　Winter　Lodging”　in　film
　　Sky－Hawk　20（MelVille　Study　Center，　Japan，2004）
6．Commodore　Perry　as　White　Phantom　LeViathan　10
　　（MelVille　Society　of　America，2005，　expected）
7．　（書評）川澄哲夫著『黒船異聞』（有隣堂、2004）
　　『会報』（アメリカ学会、2005、予定＞
8．　（口頭発表）「鎖国」としてのタイピv・一一メル
　　ヴィルの多文化的視野（日本アメリカ文学会九州
　　支部、2005、予定）
　以上の研究業績は、上記の仮説を論証する上で必須の
ものではあるが、必ずしも系統立てて発表してきたもの
ではない。そこでこれらの内容にいくらか言及する形で
メルヴィルの多文化的視野を概観し、かつ現在の時点で
の研究報告としておきたい。
　なによりもメルヴィルが「日本」に関心を抱いていた
ことは、『白鯨』の中で十数回もの日本への言及によっ
て明らかである。これは他の国に対する言及と比較して
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も異例なほどの頻出度である。たとえば日本の鎖国を捕
鯨船が打ち破る事についても、第24章「弁護」で語り手
イシュメイルは、「あの幾重にも身を閉ざした国、日本
が、かりにも友好の扉を開くとなれば、それこそ捕鯨船
のみがその第一の功績に預かるのだ。しかもすでに捕鯨
船がその敷居にまで迫っているではないか」といってい
る。この一文には、「金」（資本主義）と「キリスト教」
（プロテスタンテイズム）の結合という西欧近代の「論
理」とは独立して存在した文化（日本）への深い関心を
も読みとる事もできる。この経緯については、上記3の
「日本人イシュメイル」でジョン・万次郎に関わらせて
記述しておいたが、そこに見られるメルヴィルの関心は、
r白鯨」で突然生じたものではない。むしろ処女作rタ
イピー」以来の問題意識と深く関わるものである。つま
り「鎖国」ということ、これは世界の進歩的潮流からみ
れば、たしかに逆行するものではあるが、それは西欧近
代の合理主義に限定したときにのみ判断されることなの
であり、その西欧近代合理主義自体に対する「鎖国」と
いうことは逆説的ながら積極的意義を持ちうるのであ
る、たとえば食人種として知られる「タイピー族」の
「鎖国」は、実は白人キリスト教文明というものの実体
がきわめて非人間的な帝国主義または植民地主義の擬装
であることを逆証明するきっかけとなる。この点を上記
8の「「鎖国」としてのタイピー」でさらに議論を深め、
る予定である。
　同時にタイピーの「鎖国」は日本の鎖国と部分的なが
ら共有するものを持つ。日本の「鎖国」がキリスト教伝
道に続いて殺到する列強の帝国主義的野心を拒絶する形
で政策化したものであるとすれば、メルヴィルはすでに
「タイピー』の中で冒頭から列強の植民地主義的進出批
判、宣教師の偽善性批判を展開している。その類比性に
おいて、日本を開国したとするペリー提督の砲艦外交に
読みかえれば、「白旗書簡」に見られるように、最終的
にはキリスト教によって植民地主義を正当化とする「マ
ニフェスト・デスティニー」の陰湿な論理に結びつくも
のでもある。かくのごとくメルヴィルは日本への関心を
通して、西欧近代の根底に根付いている欺隔をえぐり出
しており、まさしくそのことがメルヴィルの日本への紹
介者阿部知二を含む知識人と共有する問題意識に結びつ
くと考えられるのである。以上を現時点での報告として
おきたい。
